
 本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認
証を受けました。 
 活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①
島、②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的
弱者の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさ
ん方と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com 

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

 あの大震災から６年を迎え、宮城県南三陸町で

は待望の商店街が復活。その名も〝さんさん商店

街〟笠岡は、あの日以来、元気会幹事の加藤秀雄

さんを中心とする、商店街協力隊や〝明日への架

け橋〟が、毎月欠かさず、１４００㎞離れた 

里庄町里見地区にオープンを目指してい

ます、障がい者作業所（Ｂ型）の準備が

着々とすすんでいます。消防等建物検査

も済み、備中県民局協議のもとで、早け

れば５月か６月にオープンです。 

在宅の障がいをお持ちの方々に、ぜひ、

ご紹介ください。受け付けます。 

４月28日(金)夕方 

    笠岡市役所前を出発（バス泊） 

４月29日(土)朝方南三陸着 

    新しい商店街や街・工場訪問 

    民宿泊 

４月30日(日) 8:00～ 福興市に参加 

      15:00  南三陸出発 

           バス泊 

５月１日(月)早朝 5:00頃 

      笠岡市着 

南三陸町への訪問支援を続けて来られています。 

 この間、笠岡へは佐藤町長や、さいごまで避難

を呼びかけた遠藤未来さんのご両親が来られるな

ど、強くて深い交流があります。 



ゲートボールは昭和22年、北海道で

生まれ、今年が70周年。 

そこで、記念大会を盛大に開催。 

車両競技公益資金 

記念財団から、 

プロジェクター 

一式の贈呈があり 

ました。集え～る 

・ひまわり活動などに生かしていき

ます。ありがとうございました。 

元気会の社会的弱者支援活動に役立

ててほしいと、尾坂の〝たかたのた

まご〟の会長 髙田正恒さんから、

２０万の寄附です。 

心を心にして頑張ります。 

道の駅菜の花畑に隣接する野菜畑で、

悲眼院のこどもたちが、大根掘りに

招待されました。実に、７００本を

大喜びで抜きました。道の駅さん、

河崎理事長、ありがとう。 

元気会ブースで盛り上げました。 

用之江老人会の小物も、大好評で盛

り上げました。 

外出困難の 

方々を、応 

援するイベ 

ントです。 

         笠岡諸島交流セ 

         ンターがオープ 

         ンです。指定管 

         理者は、三洋汽 

         船㈱。センター 

         長には、元気会 

         の理事でもある、 

         原田明夫さんが

就任。元気会はＮＰＯ海社と協働し

て、笠岡諸島を応援します。 

自宅に一人だけで居るのはどうもと

いう高齢者の方。一人暮らしで生き

がいや安否確認の必要な方。そんな

方々が、毎週金曜日に集い、マイク

ロバス旅行で各地を訪れ、笑いま

くっています。 

市内各地にある

ひな人形を巡り

ました。 

音訳の会のみな

さんと物語をお

話し。 
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